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シ
リ
ー
ズ
沼津
庶学
校
と
そ
の人材
〈〉

沼
津
兵
学
校
体
操
教
授
　
山
口
知
重

一
部
の
著
名
人
を
除
き
、
沼
津
兵
学

校
関
係
者
に
は
、
い
ま
だ
経
歴
不
詳
の

人
物
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
毎
年

少
し
ず

つ
新
た
な
発
見
が
あ
る
。
最
近

判
明
し
た
例
が
以
下
に
述
べ
る
山
口
知

重
で
あ
る
。

山
口
知
重
、
旧
名
朴
郎
。
嘉
永
三
年

十

一
月
十
六
日
、
江
戸
の
生
ま
れ
。
養

父
は
幕
臣
山
口
万
次
郎
。
実
父
山
口
忠

助
は
武
士
で
は
な
い
ら
し
い
。
幕
末
ま

で
の
履
歴
上
注
目
す
べ
き
は
、
元
治
元

年

（
一
八
六
四
）
三
月
か
ら
武
田
成
章

に
英
語
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
か

ら
貝
塚
道
次
郎
に
化
学
を
学
ん
だ
こ
と

で
あ
る
。
武
田
は
五
稜
郭
の
設
計
者
と

し
て
知
ら
れ
る
洋
学
者
、
貝
塚
は
開
成

所
の
化
学
教
授
手
伝
出
役
だ

っ
た
人
物
。

山
口
が
早
い
時
期
に
英
語
や
化
学
を
学

ん
だ
こ
と
は
、
後
の
人
生
を
決
定
し
た

と
い
え
る
。

成
辰
に
際
し
て
は
大
川
正
次
郎

（矩

文
）
率

い
る
伝
習
歩
兵
隊
の
頭
取
と
し

て
箱
館
戦
争
を
戦

っ
た
が

（丸
毛
恒

「函

館
戦
史
」
『
旧
幕
府
』
他
）
、
そ
の
こ
と

は
、
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
公
務
上
の

履
歴
書
に
は
当
然
な
が
ら
記
さ
れ
て
い

な
い
。
箱
館
降
伏
後
、
静
岡
藩
に
帰
参

す
る
前
の
幽
閉
中
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、

明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
は
同
じ
脱

走
軍
参
加
者
で
あ
る
山
内
提
雲

（六
三

郎
）
に
英
語

・
数
学
を
学
ん
で
い
る

（「学

業
履
歴
」
）
。
弘
前
の
最
勝
院
で
謹
慎
生

活
を
送

っ
た
ら
し
い
。

降
伏
者
の
赦
免
と
静
岡
藩

へ
の
引
き

渡
し
は
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
四
月

の
こ
と
だ

つ
た
が
、
果
し
て
山
口
だ
け

が

一
足
早
く
釈
放
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
「履
歴
ノ
略
」

を
は
じ
め
、
残
存
す
る
何
種
類
か
の
自

筆
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
二
年
五
月
よ
り

五
年
二
月
ま
で

「沼
津
兵
学
校

二
於
テ

英
語
数
学
ヲ
学
フ
」
と
あ
る
。
し
か
し

前
掲

「学
業
履
歴
」
に
は
、
明
治
三
年

か
ら
沼
津
兵
学
校
で
学
ん
だ
と
記
さ
れ

て
お
り
、
史
料
間
に
矛
盾
が
あ
る
。

沼
津
小
学
校

（兵
学
校
附
属
小
学
校
）

の
体
操
教
授
方
を
命
じ
る
辞
令
は
七
月

八
日
付
で
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

ど
う
考
え
て
も
明
治
三
年
の
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
も
う

一
通
の
、
兵
学

校
附
体
操
教
授
方
に
任
命
し
、　
一
か
年

御
手
当
六
十
両
を
支
給
す
る
と
い
う
辞

令
は
さ
ら
に
そ
の
後
の
も
の
か
。
い
ず

れ
に
せ
よ
沼
津
で
は
教
え
な
が
ら
学
ん

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
箱
館
帰
り
で
あ
る
こ
と
が
政

府
に
憚
ら
れ
た
た
め
か
、
そ
れ
と
も
就

任
が
名
簿
作
成
よ
り
遅
れ
た
た
め
か
、

ヽ

静
岡
藩
の
職
員
名
簿

「静
岡
御
役
人
附
」

（明
治
三
年
）
に
彼
の
名
前
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。
箱
館
で
は
歩
兵
頭
と
し

て
伝
習
士
官
隊
を
率
い
た
本
多
忠
直

（幸

七
郎
）
も
兵
学
校
体
操
方
教
授
に
就
任

し
て
い
る
が
、
や
は
り
名
簿
に
名
は
な

沼
津
兵
学
校
の
体
操
は
、
日
本
の
学

校
体
育
の
先
駆
で
あ
り
、
教
授
陣
の
中

に
は
そ
の
後
も
体
育
に
従
事
し
た
者
も

あ

っ
た
が
、
山
口
の
場
合
は

一
時
的
に

担
当
し
た
だ
け
だ

つ
た
よ
う
だ
。

明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
正
月
十
二

日
に
は
沼
津
学
校
三
等
教
授
方
並
に
進

ん
だ
。
同
年
十
二
月
三
日
に
は
、
兵
学

校
の
政
府
移
管
の
た
め
、
兵
部
省
よ
り

陸
軍
少
尉
の
辞
令
を
受
け
、
兵
学
寮
か

ら
は
二
等
少
尉
と
心
得
る
べ
き
旨
を
申

し
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
、
上
京
は
せ
ず
、

沼
津
出
張
兵
学
寮
に
勤
務
し
、
残
留
し

た
生
徒
た
ち
を
教
え
た
ら
し
い
。
な
お
、

同
僚
の
本
多
も
少
尉
に
な

っ
て
い
る
。

翌
明
治
五
年
五
月
四
日
に
は
出
張
兵
学

寮
の
廃
止

（東
京
本
校

へ
の
統
合
）
に

伴
い
陸
軍
少
尉
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

職
を
失

っ
た
山
口
は
、
洋
学
修
業
の

た
め
、
家
族
を
沼
津
に
残
し
、
同
年
七

月
二
日
沼
津
を
出
立
し
た

（「寄
留
奉
願

山 口 知 重
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し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

攀
雌一術
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

④
攀
難
纂
襲
菫
鍵
鑢
薔
壽
葬
鰊
饒

煎
茶
道
と
沼
津

・
原
の
文
人
た
ち

候
覚
」）。
な
お
、
沼
津
で
の
住
所
は

一第

拾
四
区
弐
百
五
拾
三
番
屋
敷
」
と
な

っ

て
い
る

（別
の
履
歴
書
に
は
片
端
町
五

十
番
地
と
あ
る
）
。
東
京
で
は
同
月
よ
り

旧
幕
臣
坪
井
玄
達
に
英
語

。
物
理

・
化

学
を
学
ん
だ
。

再
び
官
途
に
就
い
た
の
は
七
年

（
一

八
七
四
）
七
月
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、

陸
軍
兵
学
寮
十
二
等
出
仕
で
あ

っ
た
。

箱
館

・
沼
津
で
い
っ
し
ょ
だ

っ
た
本
多

忠
直
は
武
官
の
道
を
選
ん
だ
が

（後
歩

兵
大
尉
）
、
山
口
は
文
官
に
転
じ
た
の
で

あ
る
。
以
後
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）

八
月
に
退
職
す
る
ま
で
陸
軍
に
奉
職
、

一
時
砲
兵
工
廠
で
仕
事
を
し
た
ほ
か
は
、

長
く
士
官
学
校

・
幼
年
学
校
等

で
物

理

・
化
学
担
当
の
教
官
を

つ
と
め
た
。

教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、

フ
ラ
ン
ス
軍

事
顧
問
団
の
工
兵
大
尉
カ
ロ
ツ
パ
ン
、

同
ク
レ
ッ
ト

マ
ン
、
砲
兵
大
尉
シ
ャ
ル

ウ
ベ
ー
ら
の
助
手
を
兼
ね
て
、
物
理

・

化
学
を
研
究
し
た
。

退
官
後
、
明
治
三
十
年
代
に
は
、
東

京
で
石
鹸
製
造
所
を
開
業
し
た
り
、
神

奈
川
県
立
高
等
女
学
校

・
神
奈
川
県
師

範
学
校
で
教
鞭
を
と

っ
た
り
し
た
。

亡
く
な

っ
た
の
は
大
正
十
年

（
一
九

二

一
）
十
月
二
十
日
で
あ
る
。

喫
茶
法
の
う
ち
、
茶
葉
を
湯
で
煎
じ

出
す
や
り
方
は
、
抹
茶
法
よ
り
も
古
く

か
ら
あ

つ
た
が
、
そ
れ
が
改
め
て
中
国

か
ら
日
本
に
入

っ
た
の
は
江
戸
初
期
、

僧
隠
元
が
黄
栗

宗
を
伝
え
た
の
と
期
を

一
に
す
る
と
い
う
。
江
戸
中
期
に
は
、

や
は
り
黄
栄
宗
の
僧
高
遊
外

（売
茶
翁
）

に
よ

っ
て
、
煎
茶
文
化
が
広
め
ら
れ
、

池
大
雅

・
上
田
秋
成

。
田
能
村
竹
田

・

木
村
兼
蔑
堂
ら
文
人
が
そ
の
流
行
に

一

役
買

っ
た
。
茶
を
賞
味
し
な
が
ら
書
画

・

詩
文

・
管
弦
を
も
て
あ
そ
ぶ
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

近
世
中
期
以
降
、
文
人
の
多
く
は
煎
茶

文
化
の
影
響
下
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。

や
が
て
抹
茶
に
倣

っ
た
規
法
が
生
み
出

さ
れ
、
家
元
も
出
現
、
煎
茶
道
が
確
立

さ
れ
て
い
っ
た
。

抹
茶
に
比
べ
て
簡
便
で
自
由
な
煎
茶

は
、
茶
の
増
産
と
も
相
ま

っ
て
民
間
に

広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
沼
津

の
よ
う
な
地
方
に
も
、
文
化
の
流
通
ル
ー

ト
で
も
あ

っ
た
東
海
道
を
通
じ
て
そ
れ

が
伝
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。

高
遊
外
か
ら
売
茶
翁
の
号
を
継
承
し

た
三
代
目
に
、
梅
樹
軒
売
茶
東
牛

（魁
々

園
）
と
い
う
、
寛
政
三
年

（
一
七
九

一
）

京
都
生
ま
れ
の
茶
人
が
い
た
。
そ
の
売

茶
東
牛
の
著
書
に
、
『
煎
茶
綺
言
』
（当

館
蔵

。
原
渡
辺
八
郎
家
文
書
）
が
あ
る
。

第

一
巻
に
は
、
全
国
各
地
に
い
た
彼
の

門
人
た
ち
八
十
二
名
の
名
前
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
が
、
実
に
そ
の
う
ち
四
十
名

が
現
在
の
静
岡
県
下
の
人
々
で
あ

っ
た
。

以
下
が
そ
の
顔
触
れ
で
あ
る

（原
本
記

載
順
）
。

帯
笑
園
蘭
丘
　
　
駿
州
原
宿
植
松
氏

小
野
春
柳
　
　
　
遠
州
横
須
賀
三
川
屋

渡
辺
六
三
郎
　
　
一豆
州
三
島
駅
鑑
屋

芙
蓉
通
仙
楼
不
羨
　
駿
州
静
岡
三
階
屋

世
福
堂
隻
泉
　
　
同
州
岡
部
駅
杉
山
氏

花
瓢
庵
其
遊
仙
史
　
駿
州
静
岡
藩
大
久
保
氏

桃
林
堂
花
鳥
女
史
　
同
姓
室

山
暁
楼
石
桂
　
　
　
同
姓
男

盛
雪
楼
暉
翠
　
　
静
岡
藩
宇
津
氏

有
無
庵
白
鴎
　
　
同
藩
斎
藤
氏

貯
月
楼
池
泉
　
　
静
岡
呉
服
町
池
川
屋

暮
雪
庵
啜
雲
　
　
同
町
藤
枝
屋

雀
舌
堂
湘
雨
　
　
静
岡
小
倉
平
左
衛
門

売茶東牛著『煎茶綺言』

(渡辺八郎家文書 S-11)

坂 二 郎

(坂周治氏所蔵)
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柏
園
龍
仙
女
史
　
芙
蓉
通
仙
楼
女

通
仙
楼
得
女
史
　
同
次
女

山
遊
堂

一
剤
　
　
静
岡
藩
神
谷
氏

同
花
秀
女
史
　
　
同
神
谷
氏
女

松
籟
舎
啜
香
　
　
静
岡
藩
永
井
氏

睡
著
洞
椀
倦
　
遠
州
三
方
ケ
原
住
阿
久
沢
巽

帯
笑
園
蒲
洲
　
駿
州
原
駅
植
松
与
右
衛
門

新
庄
可
野
　
　
　
同
通
仙
楼
男

松
永
登
志
女
史
　
同
州
富
士
郡
平
垣
村

梅
子
亭
花
楽
女
　
史
駿
州
静
岡
花
瓢
庵
女

小
野
横
塘
　
　
　
遠
州
横
須
賀
三
河
屋

青
山
陶
々
庵
　
　
同
中
泉
松
田
屋

徳
衆
洞
翠
嶺
　
　
静
岡
藩
内
藤
享

一
郎

真
息
堂
雲
景
　
駿
州
富
士
郡
比
奈
渡
辺
氏

千
株
堂
翠
香
　
　
駿
州
沼
津
坂
三
郎

看
雲
亭
物
琢
卿
　
同
荻
生
居
十
郎

一
峯
楼
塊
倦
　
　
同
依
田
三
千
作

草
煽
庵
柳
白
　
　
同
柳
川
熊
五
郎

藤
廼
本
花
友
女
　
同
静
岡
県
士
族
北
川
姓

欽
峯
楼

一
茶
　
同
富
士
郡
遠
藤
采
助

松
枢
館
執
堂
　
同
由
比
郷
右
衛
門

僧
東
梁
　
　
　
駿
州
原
駅
徳
源
寺

渡
辺
耕
星
　
　
同
通
称
常
治
郎

松
永
晩
翠
　
　
同
富
士
郡
平
垣
村
安
彦

島
崎
竹
女
　
　
同
松
岡
村
貫

一
郎
娘

益
田
守
拙
　
　
同
原
駅
天
野
屋
五
郎
作

堀
覚
女
史
　
　
同
沼
津
駅
江
戸
屋
娘

こ
の
門
人
録
は
明
治
六
年

（
一
八
七

三
）
ま
で
の
も
の
ら
し
い
が
、
本
県
関

係
の
う
ち
三
分
の

一
ほ
ど
が
静
岡
藩
士

（旧
幕
臣
）
と
そ
の
家
族
で
あ
る
。
残

り
が
駿
遠
豆
の
百
姓

・
町
人
の
煎
茶
家

た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
沼
津
市
域

の
人
物
は
十
名
で
あ
る
。

最
も
古
く
か
ら
の
門
人
は
、
原
宿
の

素
封
家
植
松
蘭
丘

（与
右
衛
門
季
敬

。

学
山
）
で
あ
ろ
う
。
息
子
の
蒲
洲

（与

右
衛
門
季
服
）
は
明
治
三
年

（
一
八
七

〇
）
の
入
門
ら
し
い
。
売
茶
東
牛
は
、

名
園
帯
笑
園
で
知
ら
れ
る
同
家
に
た
び

た
び
立
ち
寄

っ
た
よ
う
で
、
蘭
丘
の
日

記

（『
原
宿
植
松
家
日
記

。
見
聞
雑
記
』）

に
は
以
下
の
よ
う
に
登
場
す
る
。
「此
日

売
茶
老
人
被
参

一
油

（中
略
）
夕
方
望

嶽
亭

二
て
売
茶
老
人

一
同
洒
を
出
し
」

云
々

（嘉
永
六
年
六
月
四
日
）
、
「坐
敷

二
お
ゐ
て
煎
茶
有
之
、
売
茶
老
人
之
手

前
也
」
（同
五
日
）
、
「売
茶
老
人
発
足
茶

托
之
代
金
壱
分
弐
朱
外

二
茶
入
調
呉
候

様
金
壱
分
也
相
渡
申
候
」
（同
六
日
）、
「売

茶
老
人
平
垣
よ
り
被
帰

一
泊
」
（同
年
八

月
三
日
）
、
「売
茶
老
人
滞
留
也
」
「煎
茶

稽
古
致
候
」
（同
四
目
）
、
一売
茶
老
人
江

戸
江
発
足
」
（同
五
日
）
、
一売
茶
老
人
も

久
々
二
て
大
坂
よ
り
被
参
此
度
帰
府
之

由

一
泊
被
致
候
」
（嘉
永
七
年
十
月
十
七

ヽ

日
）
。

ち
な
み
に
平
垣
村
の
松
永
家
は
植
松

家
と
は
姻
戚
で
あ
り
、
と
も
に
売
茶
東

牛
に
師
事
し
て
い
た
。
由
比
郷
右
衛
門

や
比
奈
の
渡
辺
氏
も
姻
戚
で
あ
る
。

坂

・
荻
生

・
依
田

・
柳
川
は
明
治
五

年
、
徳
源
寺

・
渡
辺

・
益
田

・
堀
覚
女

史
は
六
年
の
入
門
ら
し
い
。

坂
家
は
、
代
々
江
戸
屋
の
屋
号
で
知

ら
れ
た
沼
津
上
土
町
の
茶
商
。
坂
三
郎

（
一
八
四
四
～

一
九
二

一
）
は
社
長
江

原
素
六
の
下
で
積
信
社
に
参
画
、
茶
の

輸
出
事
業
を
推
進
し
、
そ
の
後
も
県
会

議
員

・
茶
業
組
合
中
央
会
議
員
な
ど
を

歴
任
し
た
沼
津
の
代
表
的
茶
業
功
労
者
。

千
株
堂
の
屋
号
は
、
千
本
浜
の
松
に
因

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
自
家
製
の
茶
銘
に

も
千
本
山

・
雪
の
松

・
愛
鷹
の
爪
な
ど

と
命
名
し
た
と
い
う

（『静
岡
県
駿
東
郡

茶
業
史
』
）
。
茶
を
商
う
だ
け
で
な
く
、

自
ら
茶
道
を
嗜
ん
だ
。
彼
の
略
歴
に
は

一売
茶
翁
に
従
ひ
て
煎
茶
を
学
ふ
」
「其

蘊
奥
を
極
む
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（『
岳

陽
名
士
伝
』
）
。

荻
生
居
十
郎

（方
泰
、　
一
八
三
九
～

一
九
二
二
）
は
、
旅
籠
元
問
屋
の
主
人
。

書
画

。
俳
諧

・
和
歌

・
挿
花

。
謡
曲
等

に
通
じ
た
風
流
人
だ

っ
た
。

ヽ

依
円
三
千
作
と
は
、
沼
津
上
土
町
で

阿
国
屋
の
屋
号
で
郷
宿
を
営
ん
だ
依
田

家

（利
兵
衛

・
治
作
を
襲
名
）
の
人
で
、

大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
七
十
歳
で

亡
く
な

っ
た
治
作

（戒
名
大
観

一
峰
居

士
）
の
幼
名
と
推
測
さ
れ
る
。

渡
辺
常
治
郎
は
、
八
郎
左
衛
門
を
襲

名
し
原
宿
の
間
屋
を

つ
と
め
た
家
の
当

主
。
明
治
十

一
年

（
一
八
七
八
）
に
は

八
十
八
歳
の
売
茶
東
牛
を
迎
え
、　
一
家

そ
ろ

っ
て
煎
茶
を
楽
し
ん
で
い
る

（渡

辺
八
郎
家
文
書
０
１
８
）
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
６３
号

獅
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
４１０
‐
００５‐
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
‐
二
三
‐
二
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
‐
二
五
‐
三
〇

一
八

〓

ご

一ヽ
ｌ

ζ
・Ｊ

８

〓
】
５
Ｃ
日

Ｒ

Ｆ

∽
目

Ｎ
Ｃ
Ｏ
庁
Ｐ

」
も
、
∽
方

ｏ
岸
Ｌ
、
日

０
一言

、
ぃ
０
ら
Ｏ
ｘ
テ

一
日

-4-

沼津市は11月 1日 より

特例市になります。


